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国際メガ・インフラマネジメント政策（八千代エンジニャリング）講座

窃旦。ARsAKetA S
2027年 3月まで無償公開
●入カデー タは2,000行までの利用制限がこざいます。

●こ‘利用までの流れ
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●劣化予測の手順
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インプットデータの内容

データ件数 1228 

健全度ランク数 3 

変数数 2 

説明変数1 橋齢

説明変数2 捻面積
号

推計完了

リセット

点検2時点分の健全度、 点検間隔、 および劣化の要因となる説明変数を

csv ファイルとして準備します 。

作成したデー タをシステムに読み込み、 推計を実行します。
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最尤法により、 各説明変数が劣化に与える影智度(f3推計値）や平均的

なハザー ド率などを算出します。
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憎計結暴の保存
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推計結果 I 撞計グラフの喪示 1 

推計されたモデルに基づき、「劣化過程」や将来の 「健全度分布」をグ

ラフで確認します 。

さらに、 「交通塁が増加した場合」や 「大型の橋梁の場合」など、 条件（説

明変数の値）を任意に変更して再シミュレーションを行います 。 これに

より、条件の違いが劣化過程にどう影響するかを比較することができます。

●利用上の注意事項

2027年3月まで無償提供
インフラ・マネジメント技術の促進を目的と

して、 期間内は無料で利用いただけます。
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普及版の制限事項
1ファイルあたり2,000行までのデー タ制限

があり、 業務利用は禁止されています。 大規

模デー タや業務利用は運営事務局へご相談く

ださい。

団体・講義での利用について
大学の講義や研修等で10名以上のまとまった

利用がある場合は、 氏名とメー ルアドレスの

一覧を添えて、 事前に事務局へ申し込んでく

ださい。

●分析結果の読み方（評価指標）
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ハザード率（劣化リスク指標）
数値が大きいほど劣化スピー ドが速く、 次の

危険度ランクヘ移行しやすいことを示すリス

ク指標です。

対数尤度とAIC
対数尤度が0に近いほどモデルの適合度が高

く、 AICは適合度とモデルの複雑さのバランス

を評価します。

t値による信頼性評価
推計された各パラメー タが統計的に信頼でき

るかどうかを推定するために使用します。

躊 ◄ お申し込みはコチラから
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［お問い合わせ窓口］

図 markas-desk@yachiyo-eng.co.jp

https://forms.gle/AnACy7AXuCi34yKR6



